
平成18年5月26日
各　　位

　　　常務取締役管理本部長　宮石　忍
  (TEL ０６-６３８４-１１０１)

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成18年3月2日の平成18年10月期第1四半期決算発表時に
公表した平成18年10月期の中間及び通期の業績予想を下記のとおり修正いたします。

１．平成18年10月期中間業績予想数値の修正(平成17年11月1日～平成18年4月30日)
（1）　【連結】

(単位：百万円)

中間純利益

（2）　【個別】
(単位：百万円)

中間純利益

前期(平成17年10月期中間)実績 23,214 1,592 922

増　減　率(％) 16.6 32.5 22.7

前回発表予想(A)
25,700 1,770

575増減額(B－A) 4,268

(平成18年3月2日発表)

今回修正予想(B) 29,968 2,345

   会 社 名   泉  州  電  業  株  式  会  社
   代表者名   取締役社長　 西村　元秀　
  (コード ９８２４ 東証第２部･大証第２部)

   問合せ先   

前期(平成17年10月期中間)実績 24,877

平成18年10月期中間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

記

売上高 経常利益

1,010
(平成18年3月2日発表)

今回修正予想(B) 31,696 2,346 1,216

前回発表予想(A)
27,200 1,770

206

増　減　率(％) 16.5 32.5 20.4

増減額(B－A) 4,496 576

1,616 933

売上高 経常利益

1,000

1,227

227



２．平成18年10月期通期業績予想数値の修正(平成17年11月1日～平成18年10月31日)
（1）　【連結】

(単位：百万円)

当期純利益

（2）　【個別】
(単位：百万円)

当期純利益

３．業績予想の修正の理由

　当中間期における業績は、産業用機械等製造設備向けケーブルの売上が好調に推移した他、

電線の主材料である銅の価格が大幅に上昇したため、電力用ケーブル、汎用被覆線の売上も増加し、

前回発表予想を上回る見込みとなりましたので、当中間期及び通期の業績予想を上記のとおりそれ

ぞれ増額修正いたします。

＊　上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

　実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

以　上

前期(平成17年10月期)実績 48,144 3,463 1,961

760 300

増　減　率(％) 19.0 21.5 15.0

増減額(B－A) 9,600

2,000
(平成18年3月2日発表)

今回修正予想(B) 60,000 4,300 2,300

前回発表予想(A)
50,400 3,540

売上高 経常利益

売上高 経常利益

前回発表予想(A)
53,500 3,560

増減額(B－A) 9,500 750

前期(平成17年10月期)実績 51,266

2,030
(平成18年3月2日発表)

今回修正予想(B) 63,000 4,310 2,300

3,491 2,007

270

増　減　率(％) 17.8 21.1 13.3


